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第
２
回
愛
知
地
域
人
権
連
合
大
会
　
議
案
ヽ
１

愛
知
地
域
人
権
連
合
運
動
方
針

（案
）

Ｉ
、
愛
知
地
域
人
権
連
合
の
存
在
意
義

■
、
部
落
解
放
運
動
の
発
展
的
転
換

①
部
落
問
題
に
係
わ
る
独
自
課
題
が
薄
れ
、
国
民
融
合
が
促
進
さ
れ
る
状
況
の

も
と
で
、
部
落
と
い
う
地
域
を
対
象
に
し
、
部
落
住
民
の
み
を
基
本
的
に
組
織

す
る
運
動
形
態
は
、
運
動
に
よ
る
旧
身
分
の
固
定
化
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
国
民
融
合
の
運
動
が
前
進
す
れ
ば
、
部
落
と
部
落
住
民

を
対
象
に
し
た
運
動
か
ら
、
部
落
を
含
め
た
地
域
社
会
全
体
を
視
野
に
入
れ
た

運
動

へ
必
ず
発
展
す
る
道
を
歩
む
。

２
、
地
域
社
会
と
地
域
人
権

①
い
ま
地
域
社
会
で
は
生
活
、
仕
事
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
な
ど
、
住
民
生
活

に
係
わ
る
諸
課
題
が
大
き
な
困
難
に
直
面
さ
せ
ら
れ
、
地
域
社
会
が
矛
盾
の
集

中
点
に
な
っ
て
い
る
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
の
打
開
を
願
う
人
び
と
の
間
で
、
階
級

。
階
層
の
縦
組
織

で
な
く
地
域
住
民
を
対
象
に
し
た
横
組
織

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

③
地
域
社
会
が
矛
盾
の
集
中
点
に
な

っ
て
い
る
情
勢
か
ら
、
多
様
な
課
題
に
柔

軟
な
対
応
が
で
き
県
レ
ベ
ル
の
地
域
住
民
運
動
組
織
が
切
望
さ
れ
、
人
権
の
視

点
か
ら
地
域
住
民
運
動
を
捉
え
る
新
た
な
運
動
体
が
時
代
の
要
請
に
な
つ
て
い

ス

リ

。

３
、
地
域
に
お
け
る
人
権
問
題
を
取
り
上
げ
る
組
織

一
、
地
域
社
会
に
は
多
様
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
を
大
き
く
分

類
す
る
と

ａ
　
地
域
共
通
の
人
権
課
題
と
し
て
の

①
自
然
環
境
、
②
ゴ
ミ
と
公
害
、
③
農
業
、
④
地
域
経
済
、
⑤
交
通
権
、
⑥
就

労
、
⑦
食
生
活
、
③
福
祉
、
⑨
介
護
、
⑩
教
育
、
①
医
療
、
⑫
災
害
、
⑬
平
和
、

⑭
安
全
、
⑮
個
人
情
報
、
⑩
市
民
的
自
由
、
①
余
暇
、
⑬
文
化
、
⑩
芸́
術
な
ど

の
諸
課
題
が
あ
る
。

ｂ
　
個
別
主
体
の
人
権
課
題
と
し
て

①
勤
労
者
、
②
低
所
得
者
、
③
女
性
、
の
子
ど
も
、
⑤
青
少
年
、
⑥
障
害
者
、

⑦
刑
犯
罪
者
、
③
外
国
人
、
⑨
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
⑩
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど

の
諸
課
題
が
あ
る
。

二
、
こ
れ
ら
の
地
域
社
会
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
住
民
の
人
権
の
擁
護
と
復
権
を
図
り
、

権
利
と
し
て
定
着
し
て
な
い
人
権
問
題
を
社
会
的
合
意
形
成
を
通
じ
て
新
た

な
権
利
の
創
造
を
実
現
し
て
い
く
。

三
、
地
域
人
権
と
権
利
憲
章
づ
く
り

わ
が
国
で
初
め
て
の
地
域
社
会
を
対
象
に
し
た

「愛
知
県
地
域
権
利
憲
章
」

の
制
定
を
め
ざ
す
。
こ
の

「愛
知
県
地
域
権
利
憲
章
」
が
愛
知
地
域
人
権
連

合
の
運
動
目
標
と
な
る
。
こ
の

「愛
知
県
地
域
権
利
憲
章
」
に
は
、
少
な
く

と
も
①
地
域
人
権
と
は
何
か
、
②
地
域
住
民
の
具
体
的
な
権
利
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
理
、
③
権
利
憲
章
の
意
義
と
運
動
の
目
標
を
含
ん
だ
も
の
と
す
る
。

二
、
情
勢
の
特
徴
と
当
面
す
る
課
題

１
、
当
面
す
る
政
治
状
況

安
倍
内
閣
は
、
憲
法
改
悪
を
本
格
化
さ
せ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
悪
法
を
強
行
し
な
が
ら
、

財
界
支
援
、
国
民
生
活
破
壊
の
政
治
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
に
国
民
の

批
判
は
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
も
安
倍
内
閣
の
中
枢
を
、
過
去
の
日
本
の
侵
略
戦
争
が

「正
し
い
戦
争
だ
っ
た
」

と
思
い
込
ん
で
い
る
勢
力
が
握

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に

「靖
国
」
派
の
政
権
で
あ

る
。
安
部
内
閣
は
、
ほ
と
ん
ど
の
閣
僚
が

「靖
国
」
派
で
あ
り
、
首
相
補
佐
官
や
官
房

副
長
官
に
も

「靖
国
」
派
の
仲
間
を
配
置
し
て
い
る
。

公
明
党
は
露
骨
な

「政
教

一
体
」
の
も
と
で
、
党
利
党
略
の

「実
績
」
作
り
と
引
き

換
え
に
、
悪
政
を
リ
ー
ド
す
る
独
自
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

民
主
党
は
、
憲
法
改
定
、
消
費
税
増
税
、
選
挙
制
度
改
定
な
ど
、
自
民
党
政
治
と
何
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ら
変
わ
ら
ず
、
も
う

一
つ
の
保
守
政
党
で
し
か
な
い
。
と
く
に
マ
ス
コ
ミ
を
動
員
し
て

の

「自
民
か
、
民
主
か
」
の

「
二
大
政
党
」

へ
の
誘
導
作
戦
は
、
自
民
党
政
治
の
延
命

策
の
基
本
戦
略
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
政
治
状
況
の
中
で
、
「
い
ま
こ
そ
た
し
か
な
野
党
が
必
要
で
す
」
と
訴
え

る
日
本
共
産
党

へ
の
国
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
共
産
党
の
前
進
が
憲
法
改

悪
を
許
さ
ず
、
貧
困
と
格
差
の
是
正
に
大
き
な
力
に
な
る
。

２
、
当
面
す
る
課
題

愛
知
地
域
人
権
連
合
は
、　
一
大
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
貧
困
と
格
差
の
根
本
的
な

打
開
、
住
民
生
活
防
衛
の
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
庶
民
に

大
増
税
、
大
企
業

。
大
金
持
ち
に
大
減
税
と
い
う

「逆
立
ち
」
税
制
を
た
だ
す
こ
と
、

②
社
会
保
障
の
こ
れ
，以
上
の
切
り
捨
て
を
中
止
し
、
拡
充
を
は
か
る
こ
と
、
③
人
間
ら

し
く
働
け
る
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
、
で
あ
る
。

安
部
内
閣
は
、
政
治
日
程
に
憲
法
改
定
を
公
言
し
、
そ
の
準
備
を
強
め
る
も
と
で
、

①
こ
の
目
的
が

「海
外
で
戦
争
を
す
る
国
」
づ
く
り
で
あ
る
こ
と
、
②
国
民
と
の
間
で

「靖
国
」
派
が
改
憲
勢
力
の
中
心
に
す
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
矛
盾
が
深
刻
化
し
た
こ
と
、

③

「美
し
い
国
」
と
は
戦
前

。
戦
中
の
体
制

へ
の
復
古
要
求
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
、

が
明
瞭
に
な
っ
た
。

国
民
の
前
に
安
倍
改
憲
論
の
危
険
性
が
明
瞭
に
な
る
と
と
も
に
、
矛
盾
も
劇
的
に
広

が
り
、
た
た
か
い
を
前
進
さ
せ
る
条
件
も
広
が
っ
て
い
る
。
愛
知
地
域
人
権
連
合
は
、

広
範
な
県
民
と
共
同
の
輪
を
広
げ
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ

ブ（υ
。

三
、
全
世
帯
の
一
五
％

（二
〇
〇
四
年
調
査
）
が
貧
困
層
で
あ
る

■
、
高
齢
者
世
帯
の
貧
困
状
況

高
齢
者
世
帯
の
所
得
の
分
布
状
況
を
世
帯
形
態
別
に
み
る
と
、
男
性
の
単
独
世
帯
の

場
合
、
そ
の
四
四
％
が
、
女
性
の
場
合
、
そ
の
六
四
％
が
年
収

一
七
〇
万
円
未
満
と
推

定
さ
れ
る
。
貧
困
者
数
は
男
で
二
九
万
九
千
人
、
女
で

一
七
九
万
九
千
人
、
計
二

一
九

万
人
千
人

（世
帯
）
に
上
る
。

夫
婦
世
帯
で
は
、
そ
の
二
九
％
が
年
収
二
五
〇
万
円
未
満
で
あ
る
。
貧
困
世
帯
数
は

一
一
人
万
三
千
世
帯
と
な
る
。

そ
の
他
の
世
帯
で
は
、
そ
の
二

一
％
が
年
収
二
五
〇
万
円
未
満
で
あ
る
。
貧
困
世
帯

数
は
四
万
四
千
世
帯
と
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

高
齢
者
世
帯
全
体
で
見
る
と
、
合
計
三
四
二
万
四
千
世
帯
が
貧
困
ラ
イ
ン
を
下
回
る

所
得
で
生
活
し
て
い
る
。
な
ん
と
高
齢
者
世
帯
の
四
三
％
が
生
活
保
護
世
帯
以
下
の
生

活
を
送

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
高
齢
者
の
貧
困
は
、
女
性
の
単
独
世
帯
の
き
び
し
さ

と
と
も
に
、
男
性
の
単
独
世
帯
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

２
、
若
年

。
壮
年
単
独
世
帯
の
貧
困
状
況

単
独
世
帯

（
一
人
暮
ら
し
世
帯
）
の
年
齢
階
層
別
、
男
女
別
に
み
た
年
収
二
五
〇
万

円
未
満
の
収
入
し
か
な
い
世
帯
は
以
下
の
内
容
と
な
る
。

二
九
歳
以
下
層
で
は
男
で
六
六
％
、
女
で
大
三
％
と
な

つ
て
い
る
。
男
八
七
万
五
千

人
、
女
六
四
万
人
、
計

一
五

一
万
五
千
人

（世
帯
）
に
も
上
る
。

三
〇
歳
代
で
は
貧
困
世
帯
の
出
現
率
は
下
が
る
が
、
そ
れ
で
も
男
で
二

一
％
、
女
で

四
三
％
に
及
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
女
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
貧
困
者
数
は
三
〇
歳

代
の
男
で
二
０
万
四
千
人
、
女
性
で

一
九
万
人
千
人
、
計
四
〇
万
三
千
人

（世
帯
）
で

あ
る
。
四
〇
歳
代
で
は
男
で
二
四
％
、
女
で
な
ん
と
四
七
％
に
及
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
女

の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
四
〇
歳
代
の
男
で

一
人
万
四
千
人
、
女
で

一
五
万

一
千
人
、

計
三
二
万
五
千
人

（世
帯
）
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
五
〇
歳
代
に
な
る
と
再
び
貧
困
世
帯
が
上
昇
し
、
男
で
二
九
％
、
女
で
六

一
％
と
な
っ
て
い
る
。
貧
困
者
数
は
男
で
二
人
万
九
千
人
、
女
で
四

一
万
二
千
人
、
計

人
○
万

一
千
人

（世
帯
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
年
齢
階
層
を
合
計
し
て
得
ら
れ
る
単
独
世
帯
の
貧
困
者
の
出
現
率
は

四
三
％
で
あ
る
”
貧
困
世
帯
数
は
、
・男

一
六
五
万
三
千
人
、
女

一
四
〇
万

一
千
人
ヽ
計

三
〇
五
万
三
千
人

（世
帯
）
と
な
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
二
九
歳
未
満
の
若
者
と
五
〇
歳
代
の
壮
年
の
単
独
世
帯
に
生
活

保
護
基
準
以
下
の
生
活
を
送

つ
て
い
る
人
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
傾
向
は
三
〇

歳
代
、
四
〇
歳
代
の
女
性
で
顕
著
な
増
加
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

高
齢
者
世
帯
と
六
〇
歳
未
満
の
単
独
世
帯
の
両
者
を
八
日
わ
せ
る
と
、
貧
困
者
は
六
四
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七
万
七
千
世
帯
に
達
し
て
い
る
。

３
、
勤
労
者
世
帯
の
貧
困
状
況

世
帯
主
の
世
帯
業
態
別
に
所
得
の
分
布
状
況
を
み
て
み
る
と
、
年
収
二
五
〇
万
円
未

満
の
世
帯
は
、
以
下
の
内
容
と
な
る
。
　

　

　

．

「短
期
雇
用
者
世
帯
」
２

年
未
満
の
有
期
雇
用
者
の
世
帯
）
が
も

っ
と
も
高
く
三

四
％
で
ぁ
る
。
こ
の
世
帯
数
は
五
四
万
六
千
世
帯
と
な
る
。

次
に
高
い
の
が

「雇
人
な
し
の
自
営
業
者
世
帯
」
で
二
五
％
で
あ
る
。
こ
の
世
帯
数

は

一
〇
四
万
四
千
世
帯
と
な
る
。

二
番
目
が

「企
業
規
模
三
〇
人
未
満
の
常
雇
者
世
帯
」
で

一
人
％
で
あ
る
。
こ
の
世

帯
数
は
人

一
万
六
千
万
世
帯
と
な
る
。

四
番
目
が

「雇
人
あ
り
の
自
営
業
者
世
帯
」
で

一
五
％
で
あ
る
。
こ
の
世
帯
数
は
四

一
万
五
千
世
帯
と
な
る
。

五
番
目
が

「企
業
規
模
三
〇
～
九
九
九
人
の
常
雇
者
世
帯
」
で
人
％
で
あ
る
。
こ
の

貧
困
世
帯
数
は
七

一
万
世
帯
と
な
る
。

貧
困
率
が
高
い
上
位
二
つ
の
業
態
の
世
帯
を
合
計
す
る
と
、
二
四
〇
万
六
千
万
世
帯
．

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
世
帯
主
が
零
細
企
業
に
勤
め
る
常
雇
者
世
帯
を
含
む

「不
安
定

就
業
階
層
」
に
、
貧
困
世
帯
が
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
様
の
計
算
を
く
り
返
し
て
、
「世
帯
主
が
就
業
者
で
あ
る
世
帯
」
全
体

（二
人
四

人
万
四
千
世
帯
）
に
お
け
る
貧
困
世
帯
数
は
三
六
五
万
世
帯
と
な
る
。
貧
困
世
帯
の
出

現
率
は

一
三
％
に
な
る
。

４
、
全
世
帯
に
占
め
る
貧
困
世
帯
数

以
上
で
、
①

「高
齢
者
世
帯
」
、
②

「若
年

・
中
壮
年
単
独
世
帯
」
、
③

「世
帯
業

態
別
勤
労
者
世
帯
」
の
二
つ
の
類
型
に
お
い
て
、
貧
困
率
の
推
計
を
お
こ
な

っ
た
。

全
世
帯
に
占
め
る
貧
困
世
帯
数
を
割
り
出
す
に
は
、
①
と
③
の
合
計
値
七
〇
七
万
四

千
世
帯
が
貧
困
世
帯
数
と
な
る
。
こ
れ
は
総
世
帯
数
四
六
三
二
万
三
千
世
帯
の

一
五
％

に
当
た
る
。

貧
困
層
は
高
齢
者
や
若
年
者
の
み
で
な
く
、
中
壮
年
単
身
者
や
不
安
定
就
業
の
家
族

持
ち
勤
労
者
世
帯
に
ま
で
広
が

っ
て
き
て
い
る
。

５
、
貧
困
と
格
差
の
抜
本
的
な
打
開

ヘ

愛
知
地
域
人
権
連
合
は
、
①
こ
の
六
月
の
住
民
税
大
増
税
計
画
を
や
め

，さ
せ
、
消
費

税
増
税
に
ス
ト
ツ
プ
を
か
け
る
、
②
国
の
責
任
で
一
人

一
万
円
の
国
保
料
引
き
下
げ
、

保
険
証
の
と
り
あ
げ
中
止
、
③
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
、
④
国
の
責
任
で
介
護
保

険
料

・
利
用
料
の
引
き
下
げ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
拡
充
、
⑤
国
の
制
度
で
就
学
前

ま
で
医
療
費
無
料
化
、
⑥
障
害
者
自
立
支
援
法
の

「応
益
負
担
」
を
撤
回
、
⑦
生
活
保

護
の
老
齢
加
算
、
母
子
加
算
の
復
活
、
③
母
子
家
庭

へ
の
児
童
扶
養
手
当
切
り
下
げ
中

止
、
⑨
最
低
賃
金
を
時
給
千
円
を
目
標
に
抜
本
的
に
引
き
上
げ
、
全
国

一
律
の
制
度
と

し
て
確
立
す
る
、
⑩
若
者
２
雇
用
問
題

へ
の
政
府
の
本
格
的
な
取
り
組
み
、
を
要
求
す

る
。
ま
た
愛
知
地
域
人
権
連
合
は
、
「人
権
擁
護
」
の
名
の
も
と
に
、
国
民
へ
の
強
権

的
な
行
政
介
入
に
道
を
開
き
、
国
民
の
生
活
を
管
理
と
権
利
を
侵
害
す
る
憲
法
違
反
の

「人
権
擁
護
法
案
」
及
び

「人
権
救
済
条
例
」
の
制
定
を
許
さ
な
い
運
動
と
世
論
の
形

成
に
奮
闘
す
る
。

四
、
平
和
に
安
心
し
て
人
間
ら
し
い
生
活
が
営
め
る
地
域
社
会
の
実
現

１
、
憲
法
改
悪
に
反
対
し
、
地
域
権
利
憲
章
づ
く
り

①
憲
法
改
悪
の
動
き
を
許
さ
ず
、
平
和
憲
法
の
擁
護
の
運
動
を
起
こ
す
。

②
地
域
を
基
礎
に
憲
法
学
習
を
推
し
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
権
問
題
を

明
ら
か
に
す
る
。

③
地
域
住
民
運
動
の
展
開
と
地
域
づ
く
り
の
実
践
を
通
じ
て

「愛
知
県
地
域
権

利
憲
章
」
づ
く
り
を
本
格
化
さ
せ
る
。

２
、
地
域
生
活
上
の
諸
要
求
の
実
現
を
は
か
る

①
地
域
経
済
の
破
壊
を
許
さ
ず
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
就
労
の
機
会
の
確

保
を
は
か
る
。

②
階
層
格
差
の
拡
大
、
貧
富
の
格
差
の
拡
大
に
反
対
し
、
誰
も
が
人
間
ら
し
い

生
活
を
営
め
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

③
国
保
や
介
護
の
負
担
増
を
許
さ
ず
、
免
除
・軽
減
措
置
な
ど
の
制
度
充
実
を
は
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か
る
。

④
女
性
や
障
害
児

・
者
に
対
す
る
差
別
を
許
さ
ず
、
同
権

・
平
等
を
実
現
を
め

ざ
す
。

⑤
改
悪
さ
れ
た
教
育
基
本
法
の
下
で
も
教
育
条
件
の

一
層
の
充
実
を
め
ざ
す
。

⑥
子
ど
も

へ
の
虐
待
な
ど
を
な
く
し
、
子
ど
も
の
権
利
を
守
り
前
進
さ
せ
る
。

⑦
交
通
弱
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
巡
回
バ
ス
な
ど
の
実
環
で
交
通
権
を
確
立

す
る
。

③
市
町
村
合
併
の
押
し
つ
け
を
許
さ
ず
、
住
民
自
治
を
花
開
か
せ
る
。

３
、
非
営
利
協
同
組
織
や
民
主
的
な
組
織
と
の
連
携

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
協
同
組
合
、
労
働
組
合
、
民
主
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
は
か
る
。

②
介
護
や
子
育
て
な
ど
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
積
極
的
に
立
ち
上
げ
、
自
主
的
な
運
営
を

は
か
る
。

③
住
民
相
互
の
助
け
合
い
を
推
し
進
め
、
住
民
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
づ
く
り
を
推
し

進
め
る
。

４
、
自
治
会
の
自
主
的
運
営
と
地
域
づ
く
り
の
展
開

①
住
民
が
主
人
公
の
立
場
か
ら
自
治
会
を
見
直
し
、
住
民
参
加
の
運
営
を
実
現

す
る
。

②
生
活
相
談
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
づ
く
り
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

「地
域
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー
」
を
県
下
各
地
に
つ
く
る
。

③
地
域
で
生
活
す
る
弁
護
士
、
医
師
、
看
護
士
、
教
師
、
保
育
士
な
ど
の
専
門

職
の
協
力
を
得
て
、
地
域
づ
く
リ
ビ
ジ

ョ
ン
を
つ
く
る
。

④
差
別
に
よ
る
住
民
間
の
分
離
、
分
断
を
許
さ
ず
、
市
民
的
連
帯
を
培
い
、
２

１
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
社
会
を
め
ざ
す
。

５
、
「人
権
」
の
名
に
よ
る
国
民
監
視
社
会
づ
く
り
や
自
由
の
制
限
や
暴
力

・
桐

喝
を
許
さ
ず
、
真
の
人
権
救
済
制
度
の
確
立
を
は
か
ろ
う

①

「
人
権
」
の
名
に
よ
る
い
つ
さ
い
の

「解
同
」
な
ど
の
桐
喝
や
暴
力
を
許
さ

ず
′
平
和
で
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
押
し
進
め
る
。

②
ゆ
が
ん
だ

「啓
発

・
教
育
」
を
許
さ
ず
、
地
域
で
の
住
民
運
動
や
学
習
活
動

を
推
し
進
め
よ
う

③
住
民
の
自
由
を
制
限
す
る
国
民
監
視
社
会
づ
く
り
に
反
対
す
る
。

・

④
「人
権
擁
護
法
案
」
の
再
上
程
を
許
さ
ず
、
真
に
国
民
の
人
権
を
救
済
す
る
制

度
の
確
立
を
め
ざ
す
。

６
、
部
落
問
題
の
総
仕
上
げ
の
課
題
を
引
き
続
き
推
し
進
め
よ
う

①
同
和
対
策
は
、
不
可
避
的
に
同
和
地
区
と
周
辺
地
区
と
を
分
離

・
分
断
す
る

性
格
を
本
来
的
に
も

つ
て
い
る
。
よ

っ
て
生
活
上
の
格
差
の
解
消
が
実
現
し
た

も
と
で
同
和
対
策
を

一
日
も
早
く
終
結
さ
せ
る
こ
と
が
部
落
問
題
解
決
の
前
提

条
件
で
あ
る
。

②
こ
う
し
た
立
場
か
ら
国
政
レ
ベ
ル
で
の
同
和
対
策
の
終
結
と
連
動
さ
せ
、
地

方
自
治
体
で
の
同
和
対
策
の
終
結
を
具
体
的
に
実
現
さ
せ
る
。

③

「解
同
」
と
の
癒
着
、
行
政
的
特
権
、
利
権
構
造
な
ど
に
み
ら
れ
る
不
公
正

・
乱
脈
な
同
和
行
政
に

一
日
も
早
く
終
止
符
を
打
つ
。

④
部
落
で
み
ら
れ
る
若
干
の
格
差
の
問
題
は
、
部
落
を
含
め
た
地
域
社
会
全
体

を
視
野
に
入
れ
た
地
域
住
民
運
動
の
展
開
に
よ
り
、
旧
身
分
に
関
わ
り
な
く

一

般
対
策
と
し
て
全
体
の
底
上
げ
と
生
活
困
難
層

へ
の
手
だ
て
で
解
決
し
て
い
く
。

⑤
部
落
内
外
の
社
会
的
交
流
を
引
き
続
き
推
し
進
め
、
民
主
的
地
域
づ
く
り
の

活
動
を
通
じ
て
人
間
的
な
相
互
理
解
を
広
げ
深
め
あ
う
。

要
求
実
現
の
方
法
と
取
り
組
み

１
、
旺
盛
な
宣
伝
活
動
と
生
活
相
談
活
動
の
展
開

生
活
相
談
活
動
は
、
広
範
な
住
民
を
対
象
に
し
、
そ
の
た
め
の
宣
伝
活
動
を
旺

盛
に
行
い
、
専
門
家
の
協
力
も
得
な
が
ら
相
談
者
の
困
り
ご
と
に
適
切
に
対
応

し
、
多
く
の
住
民
か
ら
信
頼
と
安
心
の
期
待
を
得
ら
れ
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

①
定
期
的
に
生
活
相
談
活
動
を
繰
り
広
げ
よ
う
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
に
熟
達
し
、
暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
、
経
営
な
ど
の
活
用
で

き
る
制
度
を
大
い
に
紹
介
し
よ
う
。

五
、
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③
大
胆
に
全
戸
ビ
ラ
配
布
な
ど
を
行
い
、
日
常
的
に
組
織
の
宣
伝
と
普
及
を
行

お
う
。

④
生
活
相
談
者
の
実
務
研
修
会
を
計
画
し
、
制
度
の
習
得
と
実
務
能
力
の
向
上

を
は
か
る
。

２
、
自
治
体
や
政
府

へ
の
交
渉
を
積
極
的
に
取
り
組
も
う

住
民
の
願
い
や
要
求
を
実
現
す
る
に
は
、
広
範
な
住
民
の
支
持
と
共
感
を
得

る
立
場
を
堅
持
し
、
そ
の
実
現
を
求
め
る
要
求
内
容
で

一
致
を
勝
ち
取
り
、
共

同
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
自
治
体

・
政
府
な
ど
と
積
極
的
に
交
渉
を
行
う
。

①
練
り
上
げ
た
要
求
、
切
実
な
要
求
者
の
組
織
化
を
は
か
る
。

②

一
年
に

一
度
す
べ
て
の
自
治
体
で
交
渉
や
懇
談
、
申
し
入
れ
活
動
を
行
な
う
。

③
引
き
続
き
政
府
各
省
と
の
交
渉
に
参
加
し
て
い
く
。

組
織
運
営
の
あ
り
方
と
目
標

１
、
組
織
の
取
り
組
み
で
の
二
つ
の
原
則

組
織
活
動
の
基
本
と
し
て
、
三

つ
の
原
則
を
堅
持
し
て
取
り
組
み
を
推
し
進

め

る
。

①
中
央
集
権
型
の
組
織
で
な
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
重
視
型
の
組
織
に
し

卜
す
つ
。

②
構
成
員
の
多
様
性
と
統

一
性
を
包
含
し
た
統

一
的
な
運
営
を
は
か
る
。

③
会
員
が
主
人
公
の
運
営
を
貫
き
、
日
常
的
に
共
同
と
連
帯
を
培
う
。

２
、
組
織
づ
く
り
の
目
標
と
取
り
組
み

組
織
づ
く
り
の
目
標
と
取
り
組
み
の
内
容
は
、
「数
こ
そ
力
」
「継
続
こ
そ
力
」

「追
求
こ
そ
力
」
の
二
つ
の

「力
」
を
発
揮
し
て
、
巨
大
な

「
地
域
人
権
連
」

を
つ
く
り
だ
ｔ
、
民
主
的
な
地
域
づ
く
り
を
押
し
進
め
る
。

①
す
べ
て
市
町
村
に
組
織
を
つ
く
ろ
う
。

②

一
日
も
早
く
会
員
と
機
関
紙
を
２
倍
加
し
よ
う
。

③
毎
月
会
費
、
機
関
紙
誌
料
を
集
金
し
、
安
定
し
た
財
政
を
確
立
し
よ
う
。

④
生
活
相
談
活
動
を
軸
に
し
て
会
員
拡
大
を
は
か
ろ
う
。

⑤
活
動
の
中
心
に
女
性
と
青
年
を
大
胆
に
抜
擢
し
よ
う
。

⑥
強
大
な
た
す
け
あ
い
共
済
を
つ
く
ろ
う
。

３
、
活
動
計
画
と
要
求
書
作
成

組
織
づ
く
り
は
地
域
組
織
の
目
標
と
計
画
か
ら
は
じ
ま
る
。
上
か
ら
の
目
標

と
計
画
の
押
し
つ
け
で
な
く
、
自
ら
の
討
論
を
通
じ
て
練
り
上
げ
た
目
標
と
計

画
こ
そ
、
運
動
を
自
主
的
に
前
進
さ
せ
る
土
台
と
な
る
。
要
求
書
づ
く
り
は
人

間
ら
し
い
生
活
が
営
め
る
地
域
を
実
現
す
る
原
動
力
と
な
る
。

①
各
地
域
組
織
は
自
ら
の
組
織
目
標
と
そ
れ
を
実
現
す
る
計
画
づ
く
り
を
行
お

，『ノ。
②
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
よ
る
広
範
な
住
民
か
ら
要
求
の
結

集
を
行
い
、
こ
れ
を
整
理
し
実
現
の
方
法
を
討
論
し
、
地
域
の
要
求

マ
ッ
プ
づ

く
り
を
行
お
う
。

③
地
域
組
織
の
目
標
と
計
画
を
実
現
し
て
い
く
上
で
、
全
国
人
権
連
が
作
成
し

た

「地
域
人
権
連
」
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
。

４
、
各
機
関
組
織
の
運
営
と
活
動

①
県
本
部
事
務
所
の
運
営

県
本
部
事
務
所
は
、
運
動
の
県
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
任
務
を
担
い
、
必
要
な

諸
課
題
を
遂
行
す
る
。
ま
た
合
理
的
な
運
営
を
実
現
す
る
た
め
に
諸
規
定
を
作

成
す
る
。

②
機
関
紙
誌
の
編
集
と
発
行

機
関
紙
の
編
集
体
制
を
充
実
し
、
定
期
発
行
を
遵
守
す
る
。

③
愛
知
人
権
ネ
ッ
ト
の
行
事
の
取
り
組
み

愛
知
人
権
ネ

ツ
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
引
き
続
き
奮

闘
す
る
。

ハ
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資料
l貧
困層の世帯数と分布状況(2004年 ) 単位=万世帯

高齢者世帯 男の単独世帯
39.9

自営業者世帯  雇人なし
104.4

自営業者世帯
41.5

短期雇用者 54.6

企業規模5000人以上B官

公庁
6.1

企業規模 1000～ 4999人
5.8

企業規模    30～ 99

高齢者世帯 女の単独世帯
179.9

者世帯 夫婦のみの世

帯 118.2

企業規模
30人未満
81.6

高齢者世帯  その他の
世帯 4.4

聯



愛

知

地

域

人

権

連

合

規

約

第

一
条

（総
則
）

１
、
本
会
は
、
愛
知
地
域
人
権
連
合

（愛
知
人
権
連
）
と
称
す
る
。

２
、
愛
知
地
域
人
権
連
合
は
、
地
域
社
会
に
人
権
と
民
主
主
義
、
住
民
自
治
の
確
立
を

は
か
る
地
域
共
同
の
多
様
な
住
民
運
動
を
包
含
す
る
恒
常
的
な
愛
知
県
の
組
織
で
あ

フハ）
。

３
、
愛
知
地
域
人
権
連
合
は
、
愛
知
県
に
お
け
る
部
落
解
放
運
動
を
は
じ
め
人
権
確
立

運
動
の
積
極
的
な
た
た
か
い
の
伝
統
を
継
承
し
、
地
域
社
会
の
生
活
者
の
権
利
を
擁

護
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
住
民

・
県
民
と
と
も
に
全
力
を
あ
げ
る
。

４
、
愛
知
地
域
人
権
連
合
は
、
多
様
な
階
級

。
階
層
に
分
け
れ
て
い
る
地
域
の
生
活
者

の
要
求
を
結
集
し
、
地
域
社
会
を
基
盤
に
し
た
共
通
す
る
課
題
で
の
地
域
共
同
の
運

動
を
行
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

５
、
事
務
所
を
名
古
屋
市
東
区
東
外
堀
町
五
七
番
地
岩
佐
ビ
ル
内
に
お
く
。

第
二
条

（目
的
）

こ
の
会
の
基
本
的
な
目
的
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
憲
法
改
悪
に
反
対
し
、
諸
要
求
の
実
現
と
生
活
破
壊
の
悪
政
と
た
た
か
い
、
教
育

や
福
祉
の
充
実
を
図
り
、
人
権
と
民
主
主
義
、
住
民
自
治
が
尊
ば
れ
る
人
間
ら
し
い

生
活
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
。

２
、
非
営
利
活
動
組
織

（Ｎ
Ｐ
ｏ
）
を
は
じ
め
地
域
の
自
主
的
協
同
組
織
な
ど
と
共
同

の
運
動
に
取
り
組
み
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
、
住
民
の
民
主
的
連
帯

を
つ
ち
か
う
。

３
、
住
民
が
主
人
公
の
地
域
民
主
主
義
の
前
進
と
、
町
内
会

・
自
治
会
の
民
主
化
や
地

域
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
。

４
、
い
っ
さ
い
の
暴
力
や
ど
う
喝
、
住
民
分
断
の
策
動
を
許
さ
ず
、
住
民
が
真
に
連
帯

で
き
る
条
件
と
平
和
で
安
全
な
生
活
が
で
き
る
地
域
社
会
を
め
ざ
す
。

５
、
住
民
を
教
化
の
対
象
に
位
置
づ
け
国
民
の
内
心
に
踏
み
込
む

「教
育

・
啓
発
」
を

反
対
し
、
地
域
で
の
住
民
運
動
や
自
主
的
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
憲
法
が
保
障
す
る

人
権
の
擁
護
と
更
な
る
発
展
を
め
ざ
す
。

６
、
社
会
進
歩
と
民
主
主
義
の
発
展
を
願
う
国
民
的
な
協
力

・
共
同
に
連
帯
し
、
住
民

本
位
の
地
域
づ
く
り
の
確
か
な
政
治
的
保
障
の
確
立
を
は
か
る
。

第
二
条

（事
業
、
活
動
）

こ
の
会
は
、
基
本
的
な
目
標
実
現
の
た
め
に
次
の
事
業
と
活
動
を
お
こ
な
う
。

１
、
国

。
県

。
自
治
体
に
対
す
る
請
願

・
交
渉

２
、
地
域
基
礎
組
織
な
ど
と
の
連
絡
、
連
携

３
、
運
動
の
発
展
に
必
要
な
情
報
の
収
集
と
提
供
、
調
査
研
究
、
学
習
交
流

４
、
研
究
者
な
ど
の
組
織
化
と
連
携
に
よ
る

「地
域
社
会
に
お
け
る
権
利
憲
章
」

５
、
機
関
紙
誌
お
よ
び
そ
の
他
の
出
版
物
の
発
行

非
営
利
活
動
組
織
や
民
主
団
体
な
ら
び
に
労
働
組
合
と
の
連
携

国
連
や
国
内
外
な
ら
び
に
県
段
階

・
地
域
の
人
権
団
体
と
の
友
好
提
携

「た
す
け
あ
い
共
済
会
」
の
組
織
化
や
共
通
の
要
求
に
基
づ
く
共
同
事
業

そ
の
他
、
こ
の
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
活
動
等
の
政
策
提
言

第
四
条

（会
員
）

１
、
個
人
会
員
は
本
会
の
目
的
に
賛
成
し
、
そ
の
活
動
に
参
如
し
、
会
費
を
納
め
る
個

人
。

２
、
団
体
会
員
は
本
会
の
目
的
に
賛
成
し
、
そ
の
活
動
に
参
加
し
、
会
費
を
納
め
る
組

織
。

３
、
賛
助
会
員
は
本
会
の
活
動
に
協
力
す
る
た
め
に
、
財
政
的
に
賛
助
す
る
個
人
お
よ

び
団
体
。

４
、
入
会
は
本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
も
の
は
、
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
申
し
込
み
、

承
認
を
う
る
も
の
と
す
る
。

５
、
退
会
は
退
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
旨
を
と
ど
け
る
も
の
と
す
る
。

６
、
会
員
が
本
会
の
目
的
に
い
ち
じ
る
し
く
違
反
し
た
行
動
し
た
場
合
は
、
理
事
会
で

審
査
の
上
、
除
名
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
。
大
会
の
事
後
承
諾
を
う

る
も
の
と
す
る
。
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第
五
条

（組
織
）

１
、
本
会
は
、
人
権
と
民
主
主
義
、
住
民
自
治
の
確
立
を
は
か
る
愛
知
県
内
の
支
部
で

構
成
す
る
連
合
体
で
あ
る
。

２
、
支
部
は
、
本
会
の
承
認
の
も
と
に
、
自
治
体
を
単
位
に
五
人
以
上
の
会
員
を
も
つ

て
組
織
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
支
部
に
班
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
、
本
会
は
全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
に
加
盟
す
る
。

第
六
条

（役
員
）

１
、
代
表

一
名
は
大
会
で
選
ば
れ
、
本
会
を
代
表
す
る
。

２
、
理
事
若
干
名
は
大
会
で
選
ば
れ
、
理
事
会
を
構
成
す
る
。

３
、
監
査
二
名
は
大
会
で
選
ば
れ
、
会
計
を
監
査
す
る
。

４
、
理
事
長

一
名
は
理
事
会
で
選
ば
れ
、
会
務
を
統
轄
し
、
理
事
会
お
よ
び
常
駐
理
事

会
を
招
集
し
、
こ
れ
を
主
宰
す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
、
副
理
事
長
若
干
名
は
理
事
会
で
選
ば
れ
、
理
事
長
を
補
佐
し
、
理
事
長
に
事
故
あ

る
場
合
は
そ
の
う
ち

一
名
が
理
事
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

６
、
常
任
理
事
若
干
名
は
理
事
の
な
か
か
ら
互
選
さ
れ
、
常
任
理
事
会
を
構
成
す
る
。

７
、
事
務
局
長

一
名
は
理
事
会
で
常
任
理
事
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
、
事
務
局
を
統
括
す

Ｚ
つ

。

８
、
事
務
局
次
長
若
干
名
は
必
要
に
応
じ
て
理
事
会
で
理
事
の
な
か
か
ら
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
を
補
佐
し
、
事
務
局
長
に
事
故
あ
る
場
合
は
、

そ
の
う
ち

一
名
が
事
務
局
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

９
、
顧
問
若
千
名
は
大
会
あ
る
い
は
理
事
会
の
議
を
経
て
理
事
長
が
委
嘱
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
七
条

（機
関
）

１
、
大
会
は
本
会
の
最
高
議
決
機
関
で
年

一
回
定
期
大
会
を
開
く
。

な
お
次
の
場
合
は
臨
時
大
会
を
開
く
。

①
　
理
事
長
が
理
事
会
の
議
を
経
て
必
要
と
認
め
た
場
合

②
　
過
半
数
の
理
事
の
請
求
が
あ

っ
た
場
合

③
　
一二
分
の
二
の
会
員
の
請
求
が
あ

っ
た
場
合

（
１
）
大
会
は
理
事
長
が
招
集
す
る
。

（２
）
大
会
は
、
第
五
条
第
１
項
の
組
織
こ
れ
以
外
の
会
員
に
よ
る
選
出
会
よ
り
選
ば

れ
た
代
議
員
と
役
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（３
）
代
議
員
の
選
出
基
準
は
理
事
会
で
定
め
る
。

（４
）
大
会
は
本
会
の
活
動
と
決
算
に
承
諾
を
与
え
、
活
動
方
針
、
予
算
を
審
議
決
定

し
、
役
員
を
選
出
し
、
規
約
の
変
更
そ
の
他
重
要
を
事
項
を
決
定
す
る
。

２
、
理
事
会
は
大
会
に
つ
ぐ
議
決
機
関
で
、
六
ケ
月
に

一
回
開
く
。
理
事
会
は
大
会
で

決
め
ら
れ
た
方
針
に
基
づ
い
て
当
面
の
事
項
を
審
議
決
定
す
る
。

３
、
常
任
理
事
会
は
本
会
の
執
行
機
関
で
、
随
時
開
き
、
大
会
お
よ
び
理
事
会
の
決
定

を
執
行
す
る
。

４
、
事
務
局
は
常
任
理
事
会
の
も
と
に
事
務
局
を
お
く
。

５
、
専
門
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
常
任
理
事
会
の
も
と
に
設
置
す
る
。

６
、
代
表
は
、
理
事
会
、
常
任
理
事
会
に
出
席
し
、
意
見
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
、
会
議
の
裁
決
は
単
純
多
数
決
に
よ
ら
ず
、
満
場

一
致
を
原
則
と
す
る
。
万

一
裁
決

を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
要
す
る
も
の
と
す

ブ（ν
。

第
八
条

（財
政
）

１
、
本
会
の
経
費
は
、
会
費

・
寄
付
お
よ
び
活
動
収
入
な
ど
で
賄
う
。

２
、
会
費
の
額
は
、
個
人
会
員
月
額
五
〇
〇
円

（機
関
紙
代
を
含
む
）
、
団
体
会
員
月

額

一
〇
〇
〇
円

（機
関
紙
代
を
含
む
）
と
す
る
。
賛
助
会
員
は
、
月
額

一
口
一
〇
〇

〇
円
以
上

（機
関
紙
代
を
含
む
）
と
す
る
。
な
お
個
人
会
員
で
経
済
的
に
困
難
な
場

合
は
月
額

一
〇
〇
円
と
す
る
。

３
、
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月

一
日
か
ら
翌
年
二
月
二

一
日
ま
で
と
す
る
。

第
九
条

（附
則
）

こ
の
規
約
は
二
〇
〇
五
年

一
一
月
二
〇
日
よ
り
履
行
す
る
。


